
お楽しみ文学館
○日 時

令和６年１０月１２日（土）
１３：３０～ １３０分

○上映作品
『 沈黙のパレード 』

○監督：西谷 弘

○出演：福山雅治 柴咲コウ

○作品について
天才物理学者・湯川学の元に、警視庁捜査一課の刑事・内海薫が相

談に訪れる。行方不明になっていた女子学生が、数年後に遺体となっ
て発見された。内海によると容疑者は、湯川の親友である先輩刑事・
草薙俊平がかつて担当した少女殺害事件で、完全黙秘をつらぬき、無
罪となった男・蓮沼寛一。蓮沼は今回も同様に完全黙秘を遂行し、証
拠不十分で釈放された、女子学生の住んでいた町に戻って来た。町全
体を覆う憎悪の空気・・。そして、夏祭りのパレード当日、事件が起
こる。蓮沼が殺害された。女子学生を愛していた、家族、仲間、恋人
・・全員に動機があると同時に、全員にアリバイがあった。そして、
全員が沈黙する。湯川、内海、草薙にまたもふりかかる、超難問・・！
果たして、湯川は【沈黙】に隠された【真実】を解き明かせるのか・
・？（２０２２年公開）

実るほど頭を垂れる稲穂かな
８月は、オリンピック・パラリ る判定を改めることが増えてきま

ンピックや高校野球など、スポー した。ある意味審判も謙虚になっ
ツでたくさん楽しませてもらいま た と 言 え る の で は な い で し ょ う
した。スポーツで欠かせないのが か。甲子園での今大会でも判定を
審判の役割。選手の動きを一瞬で 巡 る 騒 動 が 起 き て い る よ う で す
判断しなければならない場面もた が、使える技術の採用が、選手、
くさんあるため、気苦労は大変な 観客、そして審判の皆さんにとっ
ことだと思います。高校野球では ても後を引かずに精一杯の力を出
選手が緊張のあまり力を出せない せるのではないでしょうか。謙虚
まま試合が終わってしまった。な になることがより大切な時代だと
どの話を聞くことがありますが、 感じています。そのような意味を
友 人 の 大 会 関 係 者 か ら 話 を 聞 く 表す言葉が「実るほど頭を垂れる
と、甲子園では審判も緊張感があ 稲穂かな」ですね。私自身大切に
るそうです。当然ながらプロアマ 思っている言葉です。ニュースを
問わずこれまでにも判定を巡るさ 見ていると、首長や議員さんによ
まざまなドラマがあり、昔は「俺 る信じられないようなパワハラ関
がルールブックだ。」と言い放っ 連の記事も出てきます。スポーツ
た名言もありました。当時は粋な でも日常生活でも、楽しく生きる
言葉として取り上げられたようで 権利を奪うことのない世の中を願
すが、スポーツの世界でも技術革 います。
新が進み、人間の目では判定でき
ないようなことも機械が判定して
くれるようになりました。今でも
審判が絶対でなければ競技は成り
立ちませんが、さまざまな競技で
機械による判定を尊重し、人によ

お知らせ！
以前紹介しました 、山崎由貴さ
ん の絵本 『 お す し ア イ ド ル 』 が
い よ い よ 9月 3日 に 発 売に な り
ます。

美幌町図書館だより
令和６年 ９月 １日

第７７号

☏ ０１５２－７３－３０１６

住所 美幌町字東１条北４丁目１５
（文責：図書館長）
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スポーツの力
美幌町図書館長

Ｐ☆ＰＯＲＯ

パリオリンピック・パラリンピック。オリンピックは大盛り上がり
で閉会し、８月末からはパラリンピックが始まっています。オリンピ
ックが始まる前まではそんなに興味がありませんでした。というのも、
３年前の東京２０２０。もちろん選手の皆さんは大活躍してくれたの
ですが、自国開催をいいことに、オリンピック・パラリンピックを巡
る汚職事件があったからです。それでも、連日日本選手の活躍を中心
に報道・放映されるとついつい気になって見てしまうものです。勝負
の筋書きのないドラマ。これまで勝利を目指して鍛えてきたアスリー
トの皆さんが繰り広げられるドラマは、やはりすごいです。図書館に
はたくさんの小説がありますが、まるで小説の様な想像もしないドラ
マが目の前で繰り広げられると心が動かされますし、その姿を見て元
気をもらっている人がたくさんいるはずです。恐るべきスポーツの力。
見ている私は、勝ち負けなどもはやどうでもいい、みなさんに全力を
つくしてもらいたい。出場できたことだけでも誇れることなんだから。
と思ってしまいます。そんな中、必ず出てくるのがネットによる誹謗
中傷。なんの権利があって、人を平気で傷つけることができるのでし
ょうか。そんな卑劣な行為に恥という感情が芽生えて欲しいと思って
います。あっ、まだ書きたいことがあるのに・・。続きはホーム
ページのブログへ。

７月の図書館利用状況

来館者 ３，１３１人
（前年比 －６８１）

開館日数 １８日

一般の貸出冊数 ３ ,８５７冊

児童の貸出冊数 １ ,５２０冊

合計貸出冊数 ５ ,３７７冊
（前年比 ー３ ,０１１）

蔵 書 点 検 の た
め昨年より開館
日数が６日少な
くなっていま
す。そのため前
年比ではマイナ
スになっている
と思われます。

９月の主な予定

８月２７日（火）～９月１日（日）
新聞の無償譲渡

７日（土）～２０日（金）
まち・ひと・ほん「ケンブリッジ」

７日（土）～２６日（木）
あべ弘士巡回パネル展

１２日（木）
絵本とあそぼ

１４日（土）
お楽しみ文学館

１９日（木）
おはなしのへや

２０日（金）
図書館ボランティアの日

２４日（火）～２8日（土）
新聞の無償譲渡

２８日（土）
お話ふわりんたまてばこ

２８日（土）～１０月６日（日）
手作り絵本作品展、しおり配布

２9日（日）
第２９回古本市

休館日
２日、９日、１６日、１７日、２２日
２３日、２７日、２９日、３０日



　

小説・エッセイ
海のうた 左右社編集部 左右社 健康な体をつくる水の飲み方・選び方 藤田 紘一郎 ロングセラーズ

転がる珠玉のように ブレイディみかこ 中央公論新社 大原千鶴のひとり分ごはん 大原 千鶴 NHK出版

がん闘病日記 森永 卓郎 三五館シンシャ 作りきらないつくりおき 井原 裕子 成美堂出版

ある日の、あのタクシー 広小路 尚祈 桜山社 図解でわかる日常生活動作事典 湯浅 景元 徳間書店

噓つきな彼との話 三羽 省吾 中央公論新社 0～2歳脳を育むおうちあそび図鑑 久保田 競 主婦の友社

彼女が生きてる世界線! 中田 永一 ポプラ社 書道の疑問100 『墨』編集部 芸術新聞社

軽いノリノリのイルカ 又吉 直樹 マガジンハウス こどもを撮るマニュアル本 今井 しのぶ 日本写真企画

救世主 水生 大海 光文社 かわいい!手づくりおもちゃでメイクごっこ 朝日新聞出版 朝日新聞出版

九人のレジェンドと愚か者が一人 本城 雅人 東京創元社 あたらしい自然あそび 奥山 英治 山と溪谷社

京都という劇場で、パンデミックというオペラを観る 古川 日出男 河出書房新社 「言いたいこと」から引けるオノマトペ辞典 西谷 裕子 東京堂出版

金融破綻列島 水野 梓 幻冬舎 児童書・絵本

首木の民 誉田 哲也 双葉社 世界おどろき探検隊! ケイト  ヘイル 実務教育出版

ステイ! 青谷 真未 早川書房 マインクラフト頭がよくなる冒険なぞとき365 なぞとき委員会 イースト・プレス

難問の多い料理店 結城 真一郎 集英社 宇宙ステーションおしごと大図鑑 野口 聡一 河出書房新社

バタン島漂流記 西條 奈加 光文社 おいら、すてネコ『たまご』です 山口 理 文研出版

命日 瀬戸内 寂聴 講談社 もしもわたしがあの子なら こと さわみ ポプラ社

めでたし、めでたし 大森兄弟 中央公論新社 あわあわジャングル 片平 直樹 ひさかたチャイルド

四つの白昼夢 篠田 節子 朝日新聞出版 くまたのびっくりだいさくせん 柴田 ケイコ 白泉社

ナースの卯月に視えるもの 秋谷 りんこ 文藝春秋 地球に暮らすぼくたちへ 中川 ひろたか アリス館

精霊を統べる者 P.ジェリ　クラーク 東京創元社 パズルのえほん オームラ トモコ ポプラ社

実用書 ひとのなみだ 内田 麟太郎 童心社

数字まみれ ミカエル　ダレーン 東洋経済新報社

はたらくってなんだ? 村山 昇 日本能率協会マネジメントセンター

ブレイクスルー カタリン　カリコ 河出書房新社

鳥海高太朗が選ぶ世界の絶景楽園100 鳥海 高太朗 宝島社

今からでも遅くない!70歳からのハローワーク 金澤 美冬 PHP研究所

3歳から親子でできる!おうち実験&あそび いわママ ワニブックス

朝日新聞宇宙部 東山 正宜 講談社

おいしく食べられる身近な野草・雑草図鑑 岩槻 秀明 ナツメ社

OSO18を追え 藤本 靖 文藝春秋

＊この他にも新刊が多数ございます。どうぞご利用下さい。

その１ 「ひとり旅日和～幸来る！」 秋川 滝美／著 角川書店

人見知りだった主人公の日和（ひより）が自信をつけて成長し「今

の自分が好き」と言えるほどまで変わった。そのきっかけがひとり旅。

仕事でうまくいかないことがあっても、旅という非日常の空間で全国

各地の魅力を五感で感じ、心身ともに癒される。旅をした気分になり、

そして「明日からまた頑張ろう」と思える、そんな一冊です。図書館

にシリーズで数冊ございます！

その２ 「東京ハイダウェイ」 古内 一絵／著 集英社

希望部署に配属されるも不眠症に悩む矢作桐人。家庭と仕事の両立
に悩むワーキングマザーの米川恵理子。先輩からの嫌がらせを受け、
自室に引きこもる高校生の大森圭太。母親の関係に悩む、カフェ店長
の植田久乃。元プロデューサーで流されるまま仕事をしてきた瀬名光
彦。顧客データ管理をし、過去のトラウマから抜け出せない神林璃子。

東京で暮らす六人が、日々の生活に悩みながらも家や職場以外の第
三の場所、心を休めるハイダウェイ（隠れ家）にまつわる連作短編小
説です。

その３ 「アライグマのあらいくん」
たかやまえいこ／著 金の星社

転校してきたアライグマのあらいくんの新しい日々。なんだかうま
くいきませんが、さてさて、、、

あらいくんと似たような気持ちは、転校ではなくとも暮らしのさま
ざまな場面で、年齢にかかわらず誰でも体験したことがあるのではな
いでしょうか。
読み終えて心がにっこりするようなおはなし。

児童書ですが、どなたも楽しんでみてくださいね。

おすすめの本 新着図書

美幌町出身の山崎 由貴（やまざき ゆき）

さんが、９月３日（火）に「おすしアイ

ドル」で絵本作家デビューします！

「おすしアイドル」

著者：山崎 由貴 出版者：白泉社


